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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期
第１四半期
累計期間

第50期
第１四半期
累計期間

第49期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 401,155 468,492 1,601,353

経常利益（千円） 18,462 46,555 72,615

四半期（当期）純利益（千円） 10,465 40,298 38,596

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－　　 －　　 －

資本金（千円） 717,495 717,495 717,495

発行済株式総数（千株） 6,245 6,245 6,245

純資産額（千円） 2,870,358 2,937,219 2,897,525

総資産額（千円） 4,018,476 4,137,517 4,035,800

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1.68 6.45 6.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 71.4 71.0 71.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。なお、ＦＡ化により需要

拡大が見込まれる中国市場において、直動軸受製品の販売強化を目的とした販売子会社を平成23年６月１日付で設立

したことに伴い、子会社が１社増加しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

　業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災により東北地方を中心に

甚大な被害を受け、自動車大手をはじめメーカー部門の減産による深刻な影響が出ましたが、当社の主要市場である

産業用機械、電子部品業界及び自動車関連業界を含めて、国内経済は総じて回復傾向にあるものの、先行きは未だ不

透明の状況にあり、引き続き厳しい状況で推移してゆくものと思われます。

　このような経済環境の下で、当社は、受注確保を第一の課題と認識し、顧客ニーズの満足度向上のため、営業・技術

・製造の三位一体体制の更なる強化による顧客対応力の向上、ＱＣＤの追及による製品力の向上、生産性向上による

生産能力増強に取り組み、業績の回復に努めてまいります。

　これらの結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高につきましては468,492千円（前年同四半期比16.8％増）と

なりました。

  また、利益面につきましては、売上高の回復と生産性向上活動の効果により、経常利益46,555千円（前年同四半期

比152.2％増）となり、四半期純利益は40,298千円（前年同四半期比285.0％増）となりました。

　主力製品であります直動機器につきましては、産業用機械業界等の受注増加傾向により、当第１四半期累計期間の

売上高は391,159千円（前年同四半期比19.4％増）となりました。

　精密部品加工につきましては、試作部品及び一般受託加工部品の受注減少により、売上高は25,634千円（同47.6％

減）となりました。

　ユニット製品につきましては、電子部品業界、装置関連向けに受注が増加し、売上高は51,697千円（同109.7％増）

となりました。

(2）資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期末における総資産は4,137,517千円となり、前事業年度末と比べ101,716千円増加しました。

　主な要因は、たな卸資産69,864千円及び売上債権48,893千円の増加に対し、現金及び預金20,479千円の減少による

ものであります。

　負債は、1,200,297千円となり、前事業年度末と比べ62,022千円増加いたしました。主な要因は、仕入債務41,587千

円及び未払金247,414千円の増加に対し、長期借入金36,069千円及び役員退職慰労引当金206,252千円の減少による

ものであります。

　純資産は2,937,219千円となり、前事業年度末と比べ39,694千円増加いたしました。主な要因は、利益剰余金40,298

千円の増加によるものであります。

　なお、当第１四半期会計期間末における自己資本比率は71.0％となり、前事業年度末に比べ0.8ポイント減少して

おります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、2,538千円であります。

　　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,720,000

計 18,720,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,245,000 6,245,000

大阪証券取引所　

ＪＡＳＤＡＱ　　　　　　（ス

タンダード）

単元株式数　　

1,000株

計 6,245,000 6,245,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～　

平成23年６月30日　
－ 6,245,000 － 717,495 － 664,455

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,240,000 6,240 －

単元未満株式 普通株式     5,000 － －

発行済株式総数          6,245,000 － －

総株主の議決権 － 6,240 －

　（注）　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式680株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　第49期事業年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　創研合同監査法人

　第50期第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間　　優成監査法人　

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、平成23年６月１日に100％出資子会社（赫菲(上海)軸承商貿有限公司）を設立しましたが、同子会社は設立

後まもなく、当第１四半期会計期間末（平成23年６月30日）現在、事業活動を開始しておりません。従って、「四半期

連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいた

め、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 684,283 663,803

受取手形及び売掛金 657,696 706,589

製品 23,975 34,645

仕掛品 248,719 281,627

原材料 168,881 195,168

その他 43,111 32,474

貸倒引当金 △1,279 －

流動資産合計 1,825,388 1,914,308

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 828,690 816,463

土地 1,063,504 1,063,504

その他（純額） 177,691 189,030

有形固定資産合計 2,069,886 2,068,998

無形固定資産 1,683 4,312

投資その他の資産 ※
 138,842

※
 149,897

固定資産合計 2,210,411 2,223,208

資産合計 4,035,800 4,137,517

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 333,693 375,280

1年内返済予定の長期借入金 142,886 144,276

未払金 29,335 276,750

未払法人税等 6,500 33,036

賞与引当金 14,000 5,000

その他 34,665 29,429

流動負債合計 561,080 863,772

固定負債

長期借入金 279,172 243,103

退職給付引当金 43,709 45,745

役員退職慰労引当金 253,928 47,676

その他 384 －

固定負債合計 577,194 336,524

負債合計 1,138,275 1,200,297
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 717,495 717,495

資本剰余金 664,455 664,455

利益剰余金 1,516,056 1,556,354

自己株式 △64 △172

株主資本合計 2,897,941 2,938,132

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △416 △913

評価・換算差額等合計 △416 △913

純資産合計 2,897,525 2,937,219

負債純資産合計 4,035,800 4,137,517
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 401,155 468,492

売上原価 271,217 322,513

売上総利益 129,938 145,978

販売費及び一般管理費 111,405 101,757

営業利益 18,533 44,221

営業外収益

受取利息及び配当金 505 162

受取賃貸料 1,159 288

業務受託料 615 －

貸倒引当金戻入額 － 2,938

その他 309 465

営業外収益合計 2,589 3,854

営業外費用

支払利息 2,435 1,521

貸倒引当金繰入額 213 －

その他 11 －

営業外費用合計 2,660 1,521

経常利益 18,462 46,555

特別利益

保険解約返戻金 － 26,093

特別利益合計 － 26,093

特別損失

固定資産除却損 － 889

特別損失合計 － 889

税引前四半期純利益 18,462 71,758

法人税等 7,997 31,460

四半期純利益 10,465 40,298
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【追加情報】

　当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

 （会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

EDINET提出書類

ヒーハイスト精工株式会社(E01727)

四半期報告書

10/14



【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期会計期間
（平成23年６月30日）

※　　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※　　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 　　 投資その他の資産 5,112千円  　　 投資その他の資産 3,453千円

 

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　　該当事項はありません。　 　　該当事項はありません。　

　 　

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

　

　
　
　

前第１四半期累計期間　
(自　平成22年４月１日　
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間　
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)　

　減価償却費

　

　24,982千円

　

　23,808千円　

　

（株主資本等関係）

前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

 　

（持分法損益等）

　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。　　

 

　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。　　

 

（企業結合等関係）

　当第１四半期会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、精密機器製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1円68銭 6円45銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 10,465 40,298

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 10,465 40,298

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,245 6,244

　 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

ヒーハイスト精工株式会社

取締役会　御中

　　優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鶴見　寛　　　印

 
指定社員　　業
務執行社員

 公認会計士 波賀野　徹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒーハイスト精工株

式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第50期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上期の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ヒーハイスト精工株式会社の平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。　

その他の事項

　会社の平成23年３月31日をもって終了した前事業年度の第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間に係る四半期財務

諸表並びに前事業年度の財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が実施されている。前任監査

人は、当該四半期財務諸表に対して平成22年８月11日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該財務諸表に対して平

成23年６月29日付けで無限定適正意見を表明している。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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